
目的
ヒレグロは本県沖合底びき網漁業の主要漁獲対象
種の一種である. 資源の適正な利用を図るため, 本
種の生態及び資源水準を把握する.

方法
本県沖合底びき網漁業の基地である田後漁協 (田
後), 鳥取県漁協網代港支所 (網代), 鳥取県漁協本
所 (賀露) の漁獲量及び金額を集計した.
当該３漁協 (支所) のうち, 近年, 漁獲の最も多
い田後漁協を代表漁協 (支所) とし, 田後漁協の主
要陸揚港である境漁港において水揚げされた漁獲物
の体長を測定した.
また, 漁期中, 原則毎月１回魚体を購入し, 体長,
体重, 性別, 生殖腺重量などを測定した. さらに,
銘柄別漁獲量を集計し, 前述の生物測定結果等から
本県におけるヒレグロの体長別漁獲尾数を算出した.

結果�漁獲量等の推移����～����年までの鳥取県における漁獲量と単価
の推移を図１に示した. 漁獲量は����年に�����ト
ンに達した後, 減少傾向に転じ, ����年には���ト
ンにまで減少した. ����年以降は増減を繰り返しな
がらも微増傾向にあったが, 近年は���トン程度で
推移しているももの若干減少傾向が見られる. なお,����年は���トン (前年約��％減) の漁獲量であっ
た�
一方単価は, 漁獲の減少に応じ上昇しているが,����年に���円／㎏を最高にそれ以降年々低下して
いる�����年以降単価は若干上昇しており, ����年
は���円／㎏ (前年約４％増) であった�
次に, 月別漁獲量の比較を図２に示した. ����年
は, １～２月, ��～��月については, 平均 (過去５
年) を上回る漁獲であったが, それ以外の月は平均,
前年を下回る漁獲であった. 特に９月については,����年以降で最低の��トンであった�
また, 表２に田後漁協における����年の月別銘柄
別漁獲量を示した�銘柄①～③の大型の個体は少な
く, 銘柄⑥～⑧が多く, 主体に漁獲されている�

�推定漁獲尾数
漁獲状況調査及び生物測定調査から推定した鳥取
県における月別雌雄別体長別漁獲尾数を図３及び表
２に示した. 推定年間漁獲尾数は雌で約���万尾,
雄で約��万尾で, 雌は前年より約���万尾, 雄は約��万尾少ない水揚げであった. 前年同様に本年も,
雌は年間を通して体長��㎝強にモードがあった�
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４) ヒレグロ資源調査
石原 幸雄

図１ 鳥取県におけるヒレグロの漁獲量と単価の推移

図２ 月別漁獲量の比較
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表１ 田後漁協における2006年の月別銘柄別漁獲量

図３ 鳥取県におけるヒレグロの月別雌雄別体長別漁獲尾数
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